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電気雷管の小型ギャップ試験
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屯気冊管の安全包装の予備釈放として.小型ギヤ･Jプ洪故を行った｡常廿の衝撃感度は.蘭

管の衝撃を加えた位匠によって鼎なり.より鋭感な火薬桐が入っている位既が.より銘感であ

る｡川砂および7ェ′-ルフォームは.田廿から尭せられる術撃波を.妖放した他の物河より

効果的に吸収し,殉侍を防止する破折材として有効であると思われる｡

水中小型ギャップ釈放で.同じ軒十,プ長でも盤状と棒状のギヤ,プ材では興なる捨果とな

った｡また.水中と空気中では.限界ギャップ長が異なるよう{･ある｡これらは.今後の検討

疎唾である｡

t. はじめに

屯気tB管は産集爆破薬竜壌用の火工晶として地質な

ものである｡屯気併管は産業爆苑自体より析撃に対し

汝感であり.取扱いの危敗色が高いと考えられている｡

電気筋管の鴨送に当たって11.安全な輸送専管))及び
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一時貯鼓坪2)が披肘されている｡また.屯気骨管の打撃に対する感度も的べられていが IlJ.筆者らは.屯気骨管の安全包装の予

抑妖験として.電気館管の小型ギ十ツナ妖故を行なったので.その結果を報告する｡ prlJ■ryeh一rSe i帥itiortch■r8e
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ギャップ材として用いた｡鏡餅材料として.包袋用発

泡スチF,-ル(40血×401句×100m),71ノールフォ-

ム(三井石油化学工集㈱魁.20EEEl×40正bXIOOzzn), カー

ポ./.t=ル(伺軌 20tDX40nxlOOn),川砂.2段タン

ポール統及び〆ラスマイクt･.くJL,-ン(3M吐乳 C

15)を用いた｡

2.2 集義手欄

(1)妖科熊合体をつくり.砂上に旺く｡愛嬢筋管が

飛ばないように受爆筋管の脚線を固定する｡

(2) 発破母線を保哉するために母線と筋管の間に衝

立を匠く｡

(3) 尭破算で励爆冊管を起爆する｡

(4) 愛嬢雷管が殉爆したかどうかを目視で嗣べる｡

(注意,不伝頬の切合にあまり近づいてはいけな

い)

(S) 愛嬢雷管が殉曝しなかった均合は.受領tR管の
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尋並を粥ペる｡

(6) 苛適がある場合は.そのまま発破皆で起爆する｡

(7) 尋通がない場合は.受爆筋管に新しい電気雷管

を添わせて起爆 し爆発庵粂する｡

(a) 殉爆した場合.ギ十ツ7'長を2倍にし,不殉倭

の切合.ギヤ,プ長を半分にして妖故する｡す

なわち,2̀血 (〝は長政)で甜定し.さらに

詳しく田べる時には.Aを分故にして,殉堤,

不殉嬢の境界を求める｡

3.括巣と考察

3.1 実験線果

実故括史を袈 1に示した｡

3.2 電気雷管の相対感度

電気筋管の各部の感EEは本実験の方法{･は回2のよ

うに示される｡坪管の祈撃感度は位匿によって異なる｡

感度は次の切で低くなる.

側面点火薬缶分>側面起爆薬部分≒底面起爆薬部分

>側面添浪弗解分≒底面添装薬部分

但し.底面起爆薬缶分は0号筋管の場合である｡添装

薬が入っていない0号flt管の底面は.側面の起爆薬缶

牙と同程度の感度を示した｡6号冊管の底面には添装

薬として圧押されたべ./トライ ト,奄爆薬には正押さ

れたDDNP.点火薬には未圧搾のDDNPが使われてい

る｡筋管の各茄分の感軌 王.中に入っている爆薬の感

度の塀と思われる｡

同じ方法で甜定された一枚的な爆薬及び起爆薬の感

度を回2に併示したS).屯免田管の各位匿は平均的に

は起爆薬及びPETNより鈍感である｡しかし,点火藁

のみは起爆薬並の敏感さを持っている｡雷管には衝撃

を与えないよう注意して凍うことが必要である｡
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3.3電気℡管の殉爆防止の橿街村の効果

餌管が不時の爆発をした時に.これらが全丑爆発に

つながるとgF故の原田となる｡甘管 1本の爆発が他を

殉爆させず,1本の爆発に止まれば大事故にはつなが

らない｡甘甘1本の爆発が,殉倭につながらないよう

な安全包装の基礎的検討として,衝撃波吸収材の比較

を行なった｡軽新村の効果を図3に示した｡

突放を行なった梅田で限界不殉爆BE恥 土.各披術材

について下のように亜理される｡
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3.4水中小型ギャップR酸の括異

曲壌及び愛嬢筋管に6号冊管を用いて.受爆筋管の

点火薬部に水中小型ギヤ,プ紬 汝に上って折撃を加

え.術撃感度を桐べた｡この揺柴を讃2に示した｡

ギ十,プ長32mのところに限界が牧喪される｡32dL

の場合.16血のポlJエチレン樺2本と2EEFDのポlJユチ

レンカー ド16枚とで異なる値となった｡棒状とカード

状の･iiI)エチレンでは鼓祈効果が異なる可能性がある｡

また水中で行なった東浜と空気中で行なった小型ギャ

ップ釈放では.限界ギャップ長が異なるようである｡

これらは将来の検肘課壇{･ある｡
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